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インターンシップの実習期間による違いの検討 
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た。また、図1にフレームワークを示した。 
研究仮説1  5日以上は、5日未満や不参加に比べて、 
自尊感情が高い。 
研究仮説2   5日以上は、5日未満や不参加に比べて、  
心理的well-beingが高い。 
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民間企業 54(83.1) 37(66.1) 87(74.4)
公務員 9(13.8) 18(32.1) 18(15.4)
学校教員 2(3.1) 0(0.0) 3(2.6)
大学院進学 0(0.0) 0(0.0) 9(7.7)
その他 0(0.) 1(1.8) 0(0.0)




























自己探索 22.55±4.57 22.64±4.01 21.02±4.35




9.86±3.36 10.29±4.31 11.21±3.28 3.29* 不参加＞5日以上
心理的well-being
人格成長
13.51±3.24 13.32±2.92 12.43±2.77 3.46*
表3　インターンシップの3群比較による一元配置分散分析の結果
n=238
5日未満＞不参加自尊感情 32.00±3.83 32.61±3.01 31.38±3.51
5日以上参加 5日未満参加 合計
大学所在地 23（35.4） 35（62.5) 58（47.9）
大都市圏 11（16.9） 5(8.9） 16（13.2）
その他の地方圏 28(43.1） 16（28.6） 34（28.1）
不明 3（4.6） 0（0.0） 3（2.5）
計 65（57.7） 56（42.3） 121（100.0）
n=121
表2　インターンシップ先の主な所在地別の内訳
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表 4 参加者の学びや気づきの分類 
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